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対してiヨ光I!iJが上iわした滑|務公開設践の前臓は，ニつのi時期lこ分けることができる。

第 l湖は， m27， 28談会であるο 第2期は， Et~45議会問、|丸!ヨ光悶]1公関が設定されるまでのi時

期である O

しかし，術関議会への約矧が一時途絶えていた11剖切にも，突，同i協議長あるいは内務大既得

に宛てた簡明i文調:が日光市役所には殺されている。

執J幼なまでの帝悶公砲の締願lま，いずれも，地方経済慌興のためのものであると総括すること

ができる。とりわけ第 2期の請閣は，会開iねな|溜:lL公悶設設J翌日立jの?手法を考i誌に入れなければな

らない。それは，近代ツーワズムが簡の経済政策に取り込まれようとする過程でもある。

第 UUJ の1if~27 ， 28絡会の諮朗はいずれも，議会では採択されなかった o im 111真平IIIJ1ミが行なっ

たζの鏑搬の背既には， EI光IIlJという一地方の地域総合開発政策というべきものがあった。また，

その滑隣公閣議搬には，日光が務戒してきた近代ツーリズムの然流を務取できる。 徳川l以米の禁

伐林は伐採されることなく，御料林となり，また，保5志会という保存機関が設泣され， !.孔致が総

持されていたことがそれにつながる。このほ光への近代ツーワズムの潮流を導いたのは足謎鋸山

の開発にある。それは初期の道路の改修であり，明治23年の日光鉄道の開通であり，また明治40

年代の電気軌道等であったο

また，荷i次近代の都市施設である公闘から

生み出した過程の特色も，そこにみられる。

という新たな象徴性を具備した範ちゅうを

はじめに

明治23年に刊行されたれミi光案内j(日本堂)の出だしはこうはじまっている。「日光は『ぽ界

の公l刻jと称せらる h日本併問部…の勝地にして，習に天工提術の禿設なるものあるのみなら

-…J ({労点術者，以下もIru-l哉)と。また明治35年博文館から刊行された rrヨ光名所際会』の

あとがきには

日本は限界の公悶也。とは足跡-JJ!:我がi也!C印せし欧米綴光の二1:::の，等しく称賛してjちの〉ざるJ況なりさ。

…・・・漁れかíì~ く『ぽ界の公[~~たるを1!?j;立しねるものぞ。放に公凶111の公凶として， 1当然の災，人為の災，ー



82 

ツながら遺憾なく発E達されたるもの，我独り， El光!C於て之れを間る。

上に述べたのはほんのータuに過ぎないが，日光が世界の公闘であるという形守容は常怒諮のJ惑が

ある。 ζ の限界の公開という表現は世界に誇示するに足るというほどの意味である。

世界で最初のナショナノレ・パーク，イエロースト…ンがアメワカに;誕生したのは1872年 (M.5)

である。ナショナノレ・パークは世界に持治する公臨ではあるが， Iヨ木がそれを知るのはもう少し

後になってからである。 ζ の段織ではナシ百ナノレ・パークではなく，公開という近代になり欧米

から移入されたモダンな概念が，近代以前の名前|恩師を紹介するレトリックとして用いられたも

のである。しかし，見方を変えれば公溺という概念が社会化される過程でもあろう。

ζ の案内惑にみる世界の公儲から，明治44主rlこは談会への椅願で帝額公閣という表現がなされ，

i昭和 8年間立公閣法が発布，盟昭和 9年に日光i認jz公鴎が誕保する過程を近代日光の展開するな

かで社会・経済史的側閣に設点を蹴いて追ってみたい。

今までに発表されている日光倒立公開に関する踏論文は，明治44年2J=Hこiヨ光I!げが干者間談会に

提出した請殿"をその出発点としているものが多い1)。 ζの請願なしには日光国立公鋼の歴史を揺

ることはでさEないが， ζ の詩闘がなされえた背最についてはあまり取り上げられてはいない。特

に，近代目、i滞日光が織成してきた諸条件というものを抜きにすることはできない。(尚，ヌド稿に

ある M.，T.， S.はそれぞれ明治，大正，昭和を表わす。)

1. 日光と近代ツーリズム

近代になっても従来の日光東照宮鮪は連綿として続いていた。また，開港後，横浜に入港する

外関人にとって，旅行の(間良は厳しかったものの，日光はなにはさておき彼らが自指す所であっ

た。新生日光において，新たなインパクトとして外人容の「内地旅行」がはじまる。

可法省の法律顧問として来日したブスケは明治 6年12月24日江戸を立ち約 25l1il1Jiの休[[1誌を羽光

旅行に貨やしている O また明治 7年9月には，帰悶後，フランスのギメ東洋築術館を創立したエ

ミ…Jレ・ギメ，それに間行したiiIii家レガメが訪れている。ギメは帰国後， 1880年にレガメ締翻で

『東京日光散策.D(邦訳，地松堂〉をI:l:JJ仮している。明治10年の真には，大森貝塚の発見で有名な

E. S.モースが訪れている。『日本拠地紀行.D(邦訳・双洋文総)の若者イサベラ・バードは明治

11&手6月に訪れている。彼女の旅穂は r90<'イノレ陥れた日光まで，王伝犬を代えずに五日間で，…

合11シリングほどで行・くことになっている。 J(p. 39)バードによると， 1870年 (M.3)サー・

ハワ…・パークス犬姿が初めてEI:iもそ訪れることを許可された間洋人とのことである。また，明

治12年7月にはグラント将軍，明治14f!:o1こクロウ，明治18年には荷風lこ影轡そ与えたピエーJレ・

ロチ， その地ビゲロ…， フェノロッサ等々枚挙にいとまがない。アーネスト・サトウなどは A

Guidebook to 1¥TiHoを明治8年に横浜で出版し，宣伝にこれ務めたのである。

邦人向けの案内設も数多く lliJiRされる。従来の名所113JìL'!案内のものから明治23~にはアーネス

ト・サトウ縦『日光議内記.D(英和双覧，邦訳は狩野原野)まで刊行されている。(表 1参照)

明治13年に設立された保見会(節 3 に鈴しい)は，東照宮の保存機関として臼光IlIJの有力者

が中心となり全閣にその会員を募集した保M~会であるが，その発起人代表であり，際会長でもあ

る~生JI筑間郎は係見会第玄関大会 (M.16. 6. 1)でこう開会のあいさつをしている。 r..・H ・我底

無比ノ壮観名勝郎チ文物ヲ保存スルハ興業j出産ト共ニ文明ノ脱事観光ノ喪挙ニシテ 11相場ヲ既ニ迫

ノレヲ党リ……J2)上都賀部長でもあった彼ば， 後1C.明治22年の日光ホテJレの開設にその名を述ね

ている。保見会のその主たる目的は釘光山及び社王子堂宇の保護保存であったが，脱会長公生JI岡田
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災1 明治 j切 に 刊 行 さ れた 13光関係議

M. 14 I El)1[;!lli:ilt縞 (石JIIB込者) M.25 日光111級;智之町rn5~f.1日(三島絞殺)

iヨ光山名納記(鬼平金四郎務) M.27 13;)1[;llji織物図録(松村{主主務)

M.15 I 日光山総(小部源三郎議) M.29 日光111i!lj命主守備宝物閥解(;11'上淡兵衛繍)

日光Ilt採j淡路記(栃木県JT綴) M.30 日光山沿裕ru&íìl己(彦坂誠般需品~)

日光名所関会(r!l沢約百長編) 13 )1[;郎建築稔(ご仁科大学編)
M.16 I 日光山紀JWl(大村'1級協綴) 日光(鈴木新兵衛板)

日光松お紀行文(大村史夫撰) 13)1[;の壮観ClW文館繍)

M.18 I 悶〕もはi紀行(小松恨編) M.32 日光 ClI1llt花袋綴)

日光紀iJif.(細川潤ニ良[1扱) 日光I.Li名勝案内記(漁村忠次郎綴)

M.19 I E:I光山英図(鬼平金四郎編) 拡 33 日光(;)色村写深部編)

回光111案内記 CJ:jl村級治説話) 13)1[;山小総(鬼平金四郎総)

M.20 I 13光山一覧(J託子iミ新兵衛総) M.34 日光名勝然内記(j関塚策太郎綴)

日光il.l'J、総(鎖11:i秋編) M.35 日光(佐藤一線総)

日光山道しるべ(ノト滋鶴二郎総) EI光名所E窓会(石倉没継編)

日光山税減(鋭\;ç:ï~火綴) 日光pw.歌(梁木紛失務)

13)¥;;案内(蕊むIi不ニ賂紛) M.36 日光ゆJ(佐藤凶郎総)

M.21 日光山:gn券関絵(錦右秋綴) M.41 日光名所案内記(鈴木氏之Jl)J繍)

M.22 日光関脇(地質問縦) I自主臼光案内記(潟塚采太郎編)*

M.23 日光案内記(英和双箆)サトウ綴 M.44 日光山(燦然護i:~告f)

日光炎術展覧会出品図録(林界総) M.45 日光 (/J、川一真)

日光案内(上村新三郎編)* 日光大級(風俗間報精子守)

M.24 I 日光山実記 (j栃木県庁総)

WI3光j(T.4)災政名勝天然紀念物保存協会紛の rEI光研究参考・議:日」より作成。*印は別

郎のを徒勢をみてもわかるように，観光資掠として日光をとらえている o "1芝生j政四郎は机で近代ツ

ーリズムの諜明を路じとっていた。

参考までに明治10年代後半の日光に米;訪した邦人及び外容の人数そ表!こ掲げておく。(表 2参

照)この数字は係見会の1JlH ， 7回大会紀取によるものである o

淡 2 13)1[;米訪の邦人及び外国人の数

ヲql 人 クト 悶 人

M.161戸皮(M.15. 5--16. 4) 41. 036人 168人
M.17 11 (M. 16. 5--17. 4) 35，911 206 
M.18 Ij (M. 17. 5--18. 4) 46，085 374 
M. 19 11 (M. 19. 5--19. 4) 48，884 723 

また，第 6回大会紀明{こは臼光訪問答の状況をこう述べている。

….;;j;:&:手皮 (IVj治18年!史)ヲ以テ十六十七年皮ノ平均ニ比絞スレハ*邦人ニテ七千六百十ニ人ヲ楠シ外邦人

ニテ百八十七人ヲ檎セリ又本会ユ於テj笈1i滋シタル会民水391人'E.百三十七名翌日本委員七十二~外邦人六名ニ及
ヘザ……3)

明治19年度の外人客の急増の盟出として

後兇人ノ増加セシハ第ニ区鉄道線路ノ宇都宮ニ迷セシ利便ト授111/斜路炎術ハ会ク海内然双ノ突アルト巡

彩・ニ使ナJレニ悶Jレナラン鰍3)

としている。 ζ のうち「第二毘鉄道線路ノ宇都営ニ迷セシ利便Jというのは，明治18年 7月に
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大m・宇都宮間の鉄道の開通のことである。その後. IYj治四年 6 月には利娘JII~清認が落成，上II年

から宇都宮:1l'iJが開通し，より…閥均聞の矩絡がなされた。交通機関の発迷については，次2誌に

しく述べるが，ツーリズムをi喚起したことは.Jニ述の外人容の精力11号見ても理解できる。鉄道の

敷設的. 18796f~ (M. 12)に来日したグラント将沼は 7月17日の紛， 東京をあとにし， Ea々 日の

夕刻 4/1寺に 13J¥:;に部殺する。 途中 2治している。特別待遇でもありゆとりをもった旅殺とはいえ，

かなりの時1mを要した旅である。また. 1877年 (M.10) 6月末に釘光に旅した E.S.モースの

JtF<rlliをみると. i日光への旅行…宇都腎までの667イノレを紋よで， それから東に307イノレ近く

を人力111で行くという旅Jであった。 cr日本その日その日J1 東洋文郎. p.41) しかもこの

l駅周司王が走り/J:lしたのはここ数ヶ)~i閣の ζ とであった。収1411寺東京を出発し， ゆられ途中

1泊 ，翌日は入力で267イノレ，かなりの強行軍である。

宇都宮まで鉄道が到迷した後，明治23年 8月，日本鉄道により宇都宮・日光聞が合通し日光ま

された。 ζ の会過により，上野・日光I1日.903/47イjレが 511封筒となり，格段に短

治討された。

日光においては， このj段階では:=:.!話通Hll'県令 (M.16""17栃木県令) の政策により石段の大部

分が撤廃され道路改修が行なわれていたが，まだ入力主主のl時代であった。日光に近代的交通機関

である常気軌道が通るのは明治40年代になってからである o これもまた，次2誌に鵠らねばならな

いが，足尾の開発と軌をーにしている。

外人容の「内Jfu旅行jは年を追うごとに多くなり. 1ニl光だり・でなく カバーした旅行案内

容がiJlJ祝される。 1891&1二 (M.24)に AHandbook fo1' T1'avellers in Japan (第3版〉がそれで，

イギザスの?レ一社から B.H.チェーンパレン. W. B.メーソン編により出版される針。 ζれ

は外人容の日本旅行熱の現われで‘もあった。

さで，日光における術的役備であるが，者3を参J(夜してもらえばわかるように，外人容あるい

は ~!r5入籍:のためのホテル・旅館の部設が平くから始まる O 余谷ホテ jレについてみてみると，王手く

も明治 6，q~に外人容を1担任1 させている O 金谷ホテノレはわが憾で救初のリゾート・ホテルとされて

表3 明治 JijJIヨ光のホテル旅館創業年

M. 1 i!i3 Jii記 企白 M.22 日 光 ホ ア Jレ

mi )31) 治3 M.24 新井 ヰミ ア ノレ

米 E設 Jh長 針1 M.25 日光金谷ホテル

M.4 鈴 オミ 占長 合白 M.29 会J )3 館

〆品J、、 主lt 綴 M.30 災 主を 賞立

M. 6 五z1:}ホテノレ1) 橋本 ;:j， ア Jレ

i議 長止 M.35 … 対 i長
M. 8 大 出子 E量 rt tlJiぇ!i'ホテ Jレ

M. 9 出 I持 Jh記 館 M.37 j二 1'¥'1 長在

M.14 1認 問 E設 M.40 ji!J.. }設

M.15 

南J目(νミ〈巴比カ附レド2ーη〈三キホn1サ5 テ ル

}): JA. 
M.17 イドホテ

主b i乏 見1) 免3
M.20 〉ホテノレ)3) M.42 ji!J.. 館

I1ヨ光lζ於ける旅館ホテノレ3誌の変滋J佐藤治E8.S.44 C臼光子li火
及び ra本ホテル路火J選総省.S.21より作成

1) r臼ヌドホテル聞各ø~J では金谷カッティジイシとなっている。
2) r It ~では羽治27年の創栄
3) 工事中途で暴風雨のため倒壊，後臼光金谷ホテノレが閥抗lζ主主

つ。 crホテルと尖1<::七拾Iî.年~)
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いる。その経緯そ金谷真…はこう絞っている。

明治六年六月と云えば私が佼れるよりも六年もII告のことである。 1%る外国人火姿が矧粁IIIJの感激を訪ねて

米た。 ζの人は父(令谷'!f.'-良11)がささに綴を主主してやった人であったのだ。この夫姿は flm!JiFl貯の嵐!放に

は窓数もあるので是非~の住家として涼しい悶光を拠び皮い，貸しでは呉れないか」との市t討をされた。こ

れが有名なヘヴオン式ロ…<~手ーの発案者で， ~!J II寺横浜の十全病院の院長をし，その傍伝道事例iとして悲惨教の

布教に務めてj汚fこへヴオン博士である O ……この一つの小さなl;J~{II~ 7J~金谷をホテノレ卒業に結びつける始めと

はるとは，その時父も又絞れも恐らく定認識して絞らなかったことと思う引。

18例年 (M.27)上紀 AHandbook fo1' Tmvellers in ]，ゆ仰のilfS4)践にはヨーロッピアン・

スタイルのホテルとして，金谷ホテルヨ光ホテ Jレ，新;11ユホテ Jレ，鈴木;旅館，また lヨオ正式として

小四!賓と祁IjJJ旅館を紹介している O 争1I山旅館は表3にはないが，明治35年子IJの Ulヨ光名所盟会』

の旅館の闘にはその名がみえる針。

日光は牒史的溶接，として東照宮，二荒神社あるいは輪王寺等々に;広まれ，また， qJ事ii寺湖，均

体山等の自然の長!跡地をひかえ，人文去を鰯自然景観， 11M尖って， 日本的法制を践:係させていた。

また， 3!JDlの避器地としての資質も持ちあわせており，しかも，横浜・東京から地理的にみて有

利な条何:を持ち，とりわけ外人家を引きつけるには十分であった。

2. 13光と足尾錦Ulll

この1訟では日光の活性化には接影終7・~与えた悶として，足踏銅山へのßÎ1業幹線の発迷を取り

あげ，*た足F惑が鉱iij;により したのに対し，日光は社ミ手数字当事の股史的逃Ir{Lそれに成長が，

4耳j料林あるいは係先会の存在により保秘されたことを具体的な経過をたどることにより述べたい。

松方財政に終止符が打たれ， fm商戦争以後のインフレーションが一Jおおさまると，明治18i:joか

ら 19 if:.にかけて，~閥的に鉄道，紛紛，鉱JJ.I苛Ç{ζ 対する企業熱が起こりはじめた。

このIl;'fJ札日光においても 13光鉄道株式会社の発足となってあらわれる。 的措で述べたように，

すでに明治18年 7)j Iこは，日本最初の私鉄会主1:である [=:1;私鉄道会社により，大符・宇都符聞が開

通していた O

日光鉄道の発端は明治19i.l~ 6 )j 24 日，栃木県上吉1~蛇 llf!鹿沼の加旗開造外33名の:ìlli殺により，めj

*政令村~JJJ資雄に願書が出されたことにはじまる。それは宇都官・今市聞を lヨ光鉄道として開設

したいとの主段であった。 10ヶ月後，明治20年 4月に日光鉄道会社が役立される O 発起人の依般

により明治211ド9n 5 []には，渋沢栄一が創立委員長にお{:挙される。先~t六卜年史j Iこは

こうある。

!ヨ光鉄道株式会社ハ，明治二十年四月ノ交，下野ノ有志矢板武 OJ~~J{l)fi7J<の閥均1) 1こ遺書測した人物一一悠者

注)， $!.住)1続問良II~/ 発必ス Jレ所ニシテ，:)1;釘的ハ日光・宇都宮紡jニ経使欽滋ヲ布設シテ， 日本鉄道ノ奥羽

務長ニ主主絡シ，臼光遊覧人ノ使ヲIrlラントスルニアリ，flfVi:l先生亦株主ニjJII入、ン，発起人ノ依頼ニヨリテ級事

相談ニ与レワ……1)

発組人の一人である変身-:.)官U!!:I良15は， lÌíJj~i:で述べたように保見会の副会誌でもある。しかし， 11を

の井上!日生鉄道局長官は鉄道が「終便式ナ/レノ放ヲ以テJ1)この計測には賛窓をえミさなかった。 そ

のため渋沢は千年後策として日光鉄道の敷設そ E:J本鉄道会社に委託してはどうかという

j狽問民15に宛て助・している。 (M.21. 11. 7 ) 

日光彰~滋会制:之事ニイす， )1'上局長と ïfri会之ョ没者附皮詩I'ìl巴 tll{1断kH~/f~1:Eニて， IJl9i本nニ日間会いずこし，車I[々
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談話いたし現今之'¥jlf況逐一lt述侠処，局長之君幸俊ハ終{史鉄道も'沼気鉄道も相好不r!1，日光鉄滋会td:ニ於て計

算J二起工之見込1!l~之jニノ、，臼本鉄i泣会社ニ引受させ，日光浴之Jj;討í~~ノ、~;IH~・絞殺致し皮とF\1絞り;と 1子役， f.点目ij

Jt次1:1'~ハ欠絞野村iïlû氏へiîl'刺殺述{:I:倣矧，御11f11収可被下段……8)

渋沢の{I/l介は効を炎し，明治221ド8月21日，日本鉄道会社のJffi"1'J):会で，日本鉄道が文線として

日光線を建設，経営することになった。

i!l，沢栄一氏ハ釘光欽i送会社発起人タノレヲ以テ，同氏モ亦兵サニ核全1:始終ノ Tlq育ヲ間隙シ，
ニ於テ~~手;第一条ノ紛争1Iニ法キ，文総辻敬ノコトヲ内決ス9)

路線は-t';~11芝克され，宇都常一鹿沼一今Tすとなり，明治236F5月に完成する。この間，明治23

4ド1月18日の臨時株主総会で今市から臼光mrまでの延長を決議し， 3月 5悶許可，同年8月 113 

[1:)'1と線は会過した。

渋沢栄ーはiぽ界の大立者であり，その影縛力lまうに及ばない。企業家渋沢栄ーがこの日光鉄

道敷設に尽力し得たのは明治17年10月24日に 13本鉄道会社の臨時株主総会で理事委員に選ばれ，

日本鉄滋の経営に参加していたためでもある。それでは何放ζ の日光鉄道の敷設に渋沢栄ーが尽

力したのであろうか。

渋沢は明治13年 1J'1113，足思錦111組合加盟の約定惑に調印し，共関経常?者になっている。渋

沢は明治216fミ6m(足尾鉱山の経営から身を引くが，渋沢とこの足踏鏑山の創業者である古河rli

兵衛との悶縁は古河が小野組にいたころにさかのぼる。明治 8年，渋沢が第一銀行制j践の危機に

j践していた11寺， i!:i符が設助し，それ以来密接な関係が統いていた O 彼が明治13年，共同経営者に

なったのも一時議徴しかけていた古河鉱業に資金を融通したためであった。 iヨうも鉄道敷設の筏的

ば「……以て日光への行旅及足隠銅山への貨物運搬の使利を諮らんとの目的lこで設定したるJ1
0)

ものであった。足思銅d-Iへの主袈なJレートは大:iE31，ドに足尾鉄道が郎通するまで日光Jレ…トがj器

輸の幹線であった。

話は前後するが臼光鉄道が日本鉄道に委託されるmrH乙， 1~1:晃会においても日光鉄道会社の株

500株， 2，500丹を引き受けることになっていた。明治20主f5)'1 1日時点で250円支払っている 1110

保晃会が単なる保勝会ではなく， Iヨ光の綴務振興にもかかわっていたことに留2ましたい。

この1'，"1光鉄道が明治23年 8月((全通する一方で日光から足尾鋪111までの交通路の改良カ:q子なわ

れた。いずれも，古汚鉱業によって推進されたものである。

明治17年，鉱業所は臼光*111柄より綿尾までの道路を改修する。明治22fドには絢!J%IiI~とを j越え相jl子

内に査る道路改修工事が完成する。明治23年 8J'1には細尾峠の鉄燥ができ，物資の運搬に使われ

るO 明治25年10月{こは凶の足路側iこi也j議坂・沢入聞の16<'イノレ25チェーンが潟率鉄道により紡ば

れる。また翌26年lこは臼光側の釘光・紛i尾関{こ詞じく絞慌J;ii;11Iil9l;I誌が5マイノレ45チェーン;設けら

れる 12)(後((l:1::1I[(こかわる)0m:tl[i軌道は足賂銅山の荷物を述織するものであったが，人も釆せな

いζ とはなかった。日光・糊塔閣の馬車鉄道の開通は，中科i寺湖への行視を容銘にするものであ

った。さらに，古河T市b
となり;推並進したが， ["足!毘翠以北の敷役計i翻週湖iが)賂遜大lにζi過品ぎた為め，明治111--年間月に不認可となっ

たJ13)。その後，少し時代が下って明治41年 9月!こ日光電気軌道株式会社が創立される。 ζ れは古

河鉱染と EI光Jflrの共同出資で創立したものであるのこの経過について金谷真…はζ う述べている。

明治四十一年何月頃であったか，足尾銅111の設役，近藤隆三郎氏が父を訪ねて来た。そして日光町にf富市

を放こうとまミう相談をされた。そのごin寺iヨ光問では， )泣路lζレーJレをひいて， Li二の引く2誌をそのよlζ2足せて，

走らせて街った。 J.~~では精鋼所の荷物の様な設いものは引き切れなかったからである 1') 。

地元代表として金谷議一郎は設役になるよう{刺訴されたが，辞退し，西!勾奨を推拳した。披
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lまf去に陀・長となり (M.43. 9. 30)， r 羽光山ヲ大日本帝闘公関ト為スノ m~ß引を出すことになる。

金谷真ーによれば閉山誕平は，内閣議:紀宮長までやった人物であり，またi高SJZ公後(後，賞族!涜

となる高小五郎のこと)の岳父でもあった。さで，防止i良平は社長におさまる。

会社の株式は， r足尾銅山が半数以上，三三苛総を， mnζ寄付し，地は一般i町民から募ることJW

になった。明治43年 8月]0B，日光軌道の開通式が行われ，日光・岩ノ品開が翻過し，大正 2年

10mとは馬返まで延長された。

このように，古・河鉱業のj窓業幹線が強制iされるにともない日光もその盟、蕊を譲り，世界の公閣

となってゆくわけである。

足躍は鉱山のIIlJとして活気を益してはいたものの，その鉱惑は大きな社会問題となっていた。

日光にとって対俸の火事的問題であったが，方向鉱業が明治39年 6月，日光lζ常気精鋼所を創立

したことにより，一時臼光も{労組殺の立場ではなくなった。当時のl町長]擦問法袋詰は官内大i玄関ct

光l1J'11ζ，明治39年 8月 2臼，情願書を出し鉱J管制査のため専門技仰の派巡を要請している。

当1::1 光は!ハ天然ノ縫勝ト人工ノ総慾総淡ノ災ト~:日伐ツテ世界ノ公溺ト1l~ヒラレ……今回足滋鍛!ね鉱業会社

ニ於テ当l町大学清流ニ務総分鋼所?設間シ災梁務ヲ開始セラレシハ町民一向日夜A'[2誕ニi鵠ヘサノレ処ニシテ・

…該工滋新設ノ為メニ~山ノ如キ磁器タル御料林ニ及ボシl羽近ノ本木ハ枯渇光線ノ j也ニ変ジ大谷)11清流ハiJ!

沌タ JレiTI~流トナリ此一大楽i瀦ハイむしてjぶことトナランカ災ニ之レ当町ノ安iú:ニ紫Jレ?G~ナラザノレ露大関溺ニシ

テドIJ民一般偲災混在(険……特別ノ翻JH冷滋ヲ以テ街l後ヨワ技術者御派滋御総資ヲ滋ゲラレ......15)

この足思鉱iiE問舗について，問中A造を抜きにして詰ることはできない。節2阻帝閣議会以来，

ほぼ俗間，談会で陳述，告発しつづけた不胞の精神の持ち主，邸中正造がこの足蕗銅111を告発す

るなかで日光に設及しているところがあるので少し紹介したい。

被は明治34年 3月22日，節目回衆議院において ζ う・演説している。

我国ハ何レノ[議々モ此封建11寺分ノサ話ク山ニ件ヲ折テ，秘主力。71ミヲ秘エタノデゴザ、イマス，関東ノ、特ニ地球

jJ怨Jレイカラトミミフノデ，徳J1Iガ非常ニ此泌双ノ閃野ノ滞在流用水ニIl(tイテ，水源ノ泌を遂ニカヲ入レタモノデ

ゴザイマス…・・ドウシテモ山ノ水ヲ伐ツテ仕方ガナイ所ノ、11!ノ 71-く板、ニ以テ米テ争11ヲ祭Jレトカ，キヲ巡ツテ，

サウシテ与~~t.ヲ践クトカ，はi伏ヲ{説イテ， ;!tソイツニ何十町ト云フ大キナ地問ヲ民レテ，之レニ管理サシタ

{立ニ符ヲ折ツタノデア)1/，日光ナ iごハ;!:t;内ノ汲モ大ナルモノデアルH ・ H・ニ首年i前日光ノ道I~J ノ，アノ放水ガ

アノ如ク入間ガナイヤウダケレドモ，アレモUIJチ…ノ般紙用水ノ元ニナッテ股Jレモノデゴザイマスル……16)

また限ct五迭は，明治44年12月31日の日記では ζ う告発している。

明治十五年の頃， I週明犯段(%)宗光氏出獄して地ブJ悦遊の途，下野の!ヨ光ニ到りてiお泉の光i去を見て総

りて日く，下.野の山JSiノザ忠良災なり，然れどもJlllt~l;ノ、経済ニ裂なし， 111ノ、高きを以て~1{ しとハせざれパなり

公々と。……関駅十年の巴]ITJ，I浅氏のiヨ光ニ米りで11!を符せしj言葉，今ノ、却で経済の札!ならさfるを党知す17jo

日光は陸奥をしてj孔最ハ経済ニ袈なしといわしめられたが，近代ツーワズムの潮流のなかで経

済の111になってゆくのである。

問中正迭は， 13光の山林の{州立を水iTJi71援護に認め，乱伐された足j迭のiね々と対比したο

先ほど，明年39年に議沼町長が足尾の鉱di:を誕滋して1宮内大陸lこ議瀦したこと与を述べたが庄

内省lにとiねしたのは現自のないことではない。日光には御用泌があるだけでなし，大jj'司結にわた

る御料林がある O 間1:IJ，iE造のいう日光のr1!;休はこの御料林のことにほかならない。

日光の地は徳JIIにより近代以前には禁伐林として保綾dれていたわけであるが，上地され官有

地になっていたところ，明治17年，日光一円の地域が宮内省の御猟場に?設定され(この御料j協は，

後，縮小され (M.19)，大:1E12:1:1"'(こ廃止される)，ついで，御料地の設定がなされた。
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まず，明治20年 2)1，上都賀郡の所野村及び日光町，久次良村178!l1J余が御料地に縦入され，小

倉山街]料地及びiヨ光御料地とJかせられる。潔21年 9月には，日光Il!J学日光入官林，ニ荒判制:域内

地及びr11禅寺湖合計約 8=f'IIIJ渉が御料地に編入された。悶年間月，聖子州j民主御料i也も設定された1約。

l溺立公剖設定!日Ij' (S. 9. 12) には御料林の総目立綴は 1万3，0851I1J21主余あり， この全域が闘志公闘

地域に指定された。これはII?J，和 9主1".~当時の日光樹立公悶溺般の約1596にもあたり， しかも日光劉

公開の主張な地域である。

さきに少し触れたが，御料林の設定される前，明治13年10月31日，日光111の保存続出iである{忠

弘会が，その創立会を浅草木版i守"こ開いたの保見合のたる活動はその保見会J;}~良IJ郡一条にある O

本会ハ臼)¥:;1ね絢数/H:槻及ピ:gn券ヲ永悦ニ保存セント汎タ有志者ノi徐資ヲ若手り之ヲl際資トナシ会員相会シ

テ;l't1Jr;lミヲ協滋スJレモノナワ放ニ会名ヲ保兇会ト日目へ其資金ヲ係見金トJ1段フ 19)

f設初から有志による保存を考えたわけではない。副会長の2芝生)1民間HIl(;!>保品会第 2阪大会の 2

日目，明治15';ド 5月 2[ヨにこう演説している O

…日間 (IJ尽治)十二年米関前大統グラント沼米遊ノ際我{)I-n茶内務卿ニ~æキ保存ノ泌ヲ設ラレン司i・ヲ乏;綴セ

ントス Jレニ政府負担スヘキモノニアラストシ32ニ必J;J~成ラサリキ於込我，ÏI'J. ll'\I志者磁波ヲ符ツノ i民悦主主力11ノ、り

益金椀スJレニ忍ヒス為本会ヲ創立シタルハ絡JjJ;・己ニγ鈎lセラ Jレ、ナラン…20)

「政府ノ負担スヘキモノニアラス J というのはやや持政したI~があるが，少なくともこの時期，

明治政府にその資力もまた余裕もなかったことは拙淡される O

グラント持箪がlヨうもな去った後，明治1Mj::'2月に，イJ長品会の役員が諸外調の保存情況を開くた

めに，アーネスト・サトウをずれている

同(明治14壬約二月我発illi若5・茶災関公使館ニおjリ向倣夜勤「サト -J氏ニjj兆二ト|日立t体i附ノ公壮巨大ナJレモ

ノヲ保存ス Jレハ外rl(~絡悶何等ノ方法アリヤヲ目立フ氏同一地方ノ負lê，ス Jレアワ会関ノ負担スJレア甘えミタ一定ノ

法規アJレヲ附カス2)

アーネスト・サトウ(まイ'~!弘会の:;.]:慢に賛成の M!~任表わし，

日総はこう{i.ミえている。

尽力している。つづけて保見

余(サトウ)日光ニ殺Jレ数@彼壮観ヲ熟縦ス Jレニネ上学区大ナノレニ~I二サレト司王其災級工妙ニヨ5 リテハ災ニ広

大州中米タ '55テ|潟カサル所之ヲ釘u次ニ Ilfj ス Jレト:佼トハ後世ノ渇鍛ヲ今日ニ1~(Jレ人ノ m小説如何ニアラン l!I(ì l浮日

光ノ炎ハ捌洋諸!滋之ニ数~ヲ線Jレヘキモーとヲ保存ス Jレノ気象ノ秘1キハ泌ハ刻洋ニ総Jレナラン余主主ニ日光ニ滋

ヒ保存法ヲ閥フ米シト余法タ 1民感悶テ iヨ光総ヲ îi!ì総シタ Jレ程ナリ今マ保存rt~ノ総挙ア Jレヲ問キ争力賛成セサ

ランヤ云々後援々木会ト応答シブミニ尽力セラレ次テ各!潟公使及，MI::!ご塁手多少ノ隙金賛成-lzラレタリ受託シ氏ノ j立

感j湾旋ニ自Jレ乎・.....2)

詳しい人数は不明であるが， 外自主人からの般金の111込は明治17年 4月初日までに 4151なであっ

た。

係先会の経営は努附金20万円 (M.14.6. 1第 l聞大会で30万円に変更)を 3ヶ年で募集しそ

の利子により拘設名U9J笥;を修するというものであったのしかし，織金の申込を見でみると 7

"f.後の明治20年 4月初日時点で，会員 1751， 701人で15万 8千円弱と，なかなか集まらなかったよ

うである。 また，対・2授の哨殖を計るため， EI光IJlJより得附されたJIJ林苛;に樹林し，また問地提J!Hf

入し，保~%*本，保見地を;没けた。

1!iUも会投11:後，本米の日的である村:蛍修諮問論見践として支出されたのは明治19年度 (M.18.

5，.......19.4) に32PJ5践と1U11J'である。羽it1'20ij::皮 (M.19. 5，.......20. 4 )にようやく社寺修結問



89 

4， 199円余が支出されたね大会日誌をみてみると当初においては， 議J反が箇かれ，

低成報lζ勢力がついやされているようである。ヌドj私的に材:王手修絡がなされるのは全1:寺修絡事務

所開設後，明治32"1'以降の ζ とである ο

3. 日光における公闘ーその:意味するものー

明治13年11月の保品会創立顕には'帝関ノ大公開という表現がある O

…・・議シ社党ノ壮麗名勝ノ{宝珠，人間ヲ紙シ.ilぬ近来遊参務スJレモノ敗目ヲ絶タザ、Jレ円台リテ， 考フレパ我

干好機ノ大公務員ト云フモ不可ナキユヨきワ侠様務存.{I笑……21)

ノ大公鴎という表現は，日光の tlij協'gl:を不したものである。かつてのl.r.!JJII の :~l，~Nviの地. 1'1 

光は明治 9，q~ 6月の明治夫段の行業の後，常国ノ大公開となる。この後，御料地，御料林の設定

されたことはすでに述べた。

日光町が，明治44年2月の縞織に術関公邸の名称を用いるのは適切な表現といわなければなら

なし、o

という名称が定殺するまでには，悶設公閣. I調!乱鴎有公倒等の名があてられており，

すべてナシ百ナノレ・パークの訳綴と考えられるが. E3)'eのみが，大正 7年 2月11日，内務大間後

藤新:i]Zに宛てた意見においても執助に'南隣公澗という名称を使用した。

明治13/'ド保見会が形|議ノ大公閣という表現を時邸j文に別い，明治44年に税関公憾の総瀬がなさ

れるまで，臼光111Jにおける公翻はどのようなものであったのか，また，どのような よって

されたのか取り上げてみたい。

日)'tiC公開が設場するのは，先ほど述べた保見会にかかわる。

今日でも践っているが，保品会が明治26年iζ創設した公闘がある。治接関と呼ばれるものであ

る。その設授の目的は，増加する外人容に対する施設であった。 ζ の公闘について明治26年 7月

25日， r日光の公劉jと組する盤戦が「双主主締結jに略戦されている。

日光山といへば~*石. rjJ相手キ，滋ヌドの三ミケヨ?をも合せてJl!Uζ関東ーの公閣と称するも不可なさの忍ひあり

州議人のーたび臼ヌIs:の郊ことにJニ隙ずるや先づ此地に米遊してJtJl券を探らぎるは殆どなさなり.Jlt償問地来JR{

?なの境内 lζ炎艇なる公Ig~の投あり樹;j;李総統のゆ地勢のi朗氏iζ従て大小の奇石与を排鐙し別総を開きで芝伎とな

しml々の:/b丹を縦え小筏j手聞，消泉溺出.{:休水息E所「可rを紋け!似i以攻

lにζt初在仰たりオ本三子郊1)の人lは立3米長だ公闘の必嬰lにζJ感滋せぜtざるベしとE路fEも』比七地米遊の外i悶議人lにζj弁対F寸Jしては双j照終1叙P立;社の炎施と

共lにζ核公i溺凝の羽籾滋11致号そ告も;絡守りて示すベi念きf側|尚沼削古総白あり.…...

人工的な公閣の設設である o 3t主滋の外国人に対するサービスであり，それは近代隣家が持つべ

き都市的な施設としての公開であった。この後，記事はこの公閣に「控々外関より輸入の感木J

である「米関腐の(ハリエンジュ)Jを植jえしたのはj立協であるとしめくくっている。この公協に

ついては AHandbook for Travellers in Jatanの第 4J波(1894年，明治27年)に， Public Park 

として鳥|険法11ζ紀されている。

しかし. /1年代が下って，換問!鵠心は U1"1光と51!:泉j(T. 5)のなかで，この公l認に対して手j殺

しい評価を1ごしているの

公!瀦はi利払会の京芸誌で巡ったのださうだが，人工:(1ゅのつまらないもので.Jt潟へ来ると悠に悶光を総れた

やうな心地がした。か h る大 i当然と立派なJlli~犯とを持ちながら. {司を脅しんであんな公闘を作ったのか，殆

んど了解し娩き仕3徒である。

{来品会での公関投践裂は明治20年 6月 11ヨの第七j活大会にさかのぼる。保品会の会誌である秘
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馬路j[古から「公開設置方法如何Jという窓見が出された。公闘の設陸場所は「今市間北ノ空地J
とあり明確ではないが，この場所lζ 「一大私立公園jを設置するというのである。その理由とし

ては「内外資限紳士ノ来遊年一年ヨリ多キヲ合ケJまた，そのために「地所ノ先賢等モ鎖繁ナノレノ

!待機Jとなり，放躍すれば，その:b'gtl!!は一個人のものになりかねないというものである o これは

増加しつつある内外観光客めあての開発を誕厳したものである。保見会により公閣を投援し，rEI 
光山ノ繁栄i正英観ヲ保海Jずる ζ とを挺楽したものである。このx?(見に対して，r木楽大体ハ行Jナ
Jレモ目下実行シ得可カラサルニ付J ということになり，年度i々に取翻をなす事~C決まる 22}o

係見会創ーな顕のゆで日光を術劉ノ大公邸であるとしているにも拘らず，その大公闘のr:j:qζ公闘

を作るというのは興味をひく。 ζの時JUJ，外人客を;な識し，対応しようとした保晃会の方針が伺

える。

明治37&:1三5月，日銀戦争に突入し 4ヶ月与を経過したl時期に，宇都宮市)ulllIJ在住の一平氏であ

る句閃易3JZから「公関新設願Jが問中光搬宮内火i廷に提出された。これには日光町長藤沼低郎の

もみられる 0

jJij紀保説会による外人容向けの公関投鼠とは奥なり，日光山の一音[lを公閣にしたいという締願

である。!日'tIilJ大字所里子小倉山御料地に臼路i院総記念の公闘を設けるというものである。

栃オ氷ミl県誌j上二都賀君潟F日光附

五宝鍛広合反z別J]七j姶合ま五王1町汀，琵潔!反叉訂試抑¥:i飲i欲次捻参主歩診)i戦目欧tμも兆E紀念ノ一….大公閥完が新r針f役/許可ヲf符等辱.皮当事'P5l

75測J1反 2íì幻3~，つまり約 74.5ha の広さである O 設計仕機設等は12内省の滋担If監督を伺iき

溺内には「明治現代の悶磯子初Eノ土及忠;g"ij芝閤ノ土ノ記念jj¥¥l又ハ銅像ヲ建設Jして，その功絞を

たたえるということである。その創設の政用は内外の有志の絞金でまかない「屯モ宮ノ補助ヲ何]

カサノレとし，その維持践についても問機であると述べている。「宅モ官ノ補助ヲ仰カサノレ司王J

といってはいるが，御料地を資受けたいと っていない。総ゆで，

日光ノ地はJ;;JとJlvJo1.別加ト宮殿ノ災総トヲ以テ世界ニ名アワ加ブJレニ気的ク絞涼ク務長ニt:IJ協絢湖畔ノ如キ他

ニ災比ヲ見サJレi~~域タリ内外国人/米災J法カサル所以ノモノ関トニ当然ノ紡糸ナワトス 15)

と日光の rut界ニ名Jあるj弘法地lζi説家的な公!認を造るというものである。日蕗11説誌記念として

間家的なメモリアル・パークを日光lζ造るというものである。戦争という契機によって公闘に象

徴性があたえられるのは会図的にも多くある 2310 1::1 El滋i股役は，公閣の股史的概念を考えるよ

で設盟な協点であろう。

宿区!ノ大公翻といういわば観念的な表現がなされていたものから， i政tl!記念公協という現実の

ものがつくられようとする過程は，公i溺の象徴性が京総としたものから明般に失感される過程で

もある。臼光山ヲ帝悶公i調ト為スという表現もまた，かつての衛関ノ大公躍という災然としたも

のから，象徴性lこ現実化への方向を与えたものといえる O いわば，公閣の概念にlJIJの新たな範ち

ゅうが生れたと考えられる。

日光における帝悶公邸ということばの意識をみてきたが， についての情報はどうであ

ったのか。

明治44年 2月の掛版文には r......日光山ヲ大日本子任問公闘ト為シ欧米ニ於ケノレ悶ノ公閤ニ遜色

ナカラシム Jレハ殻モ11寺怠ニ遡シタノレ符:;J]ナJレ事業タノレヲ得スJとある。締結文を見るかぎり，欧

米ニ於ケノレ悶ノ公劉というのは，ナシ詔ナノレ・パークがÈ~"に引き合いに ILlされたもので，むしろ

公閣の級官'は関設でというための前誼と考・えられる。この悶JI!I補助こそが日光illJにとっ
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問題なのである O

本米，ナショナノレ・パークはナシ詔ナリティーの象徴として閤家が設定するものとすれば，地

方レベルで日光/l1Jが行った帝悶公閣の締搬は象徴に4誌を{昔りた地方経済振興の一方便の側面とし

て把握することができる O

4. 常国公悶諮願の照辺

的経の終りで「臼光山ヲ大悶本市限公悶ト為スノ請願J(M.44. 2) の帝i灘公閣の窓味は，地

方経済のl瀦路補助という荷がその大きな現出であると述べたが，ここでは，との締蹴が11¥された

事情を ζ の諦蹴も含め，日光町長が符なった他の3育館から，もう少し詳しくさぐってみたい。

この~27議会に提出された諦願文の終り近くで，公劉の維持を悶設にしてもらいたいという理

由のーっとして， 明治50年開催予定の日本大博覧会に言及している o r明治五十年大博覧会盛挙

ノ時期漸ク切迫シ米レjレノ特ニ当リ国家的施設ヲ要スヘキ諸fI投ノ事業多々アJレヘシト lilffrトモ就中

日光山ヲ大日本帝際公潤ト為シ……」と。この日本大憾覧会'~1~ 1iIIjlζ 際しで， I!A治41:1:p4月14日の

地方官会議で〈この時点ではまだ明治45年開催予定であった，後明治初年開催予定となる)， 和

問大j-jJJ覧会事務総長は「大博覧会と地方庁の設備Jという演説を行なった。

そのなかで地方長首主療の下IC官民協同して苦"mnしてもらいたい事項に「名所， I日踏の遊践を

舗数する為適応の投舗を為すことJ24>をあげている。これは，経質的には各地方庁で勢処しても

らいたいということである O 地方においても，日本大博覧会に期すると ζ ろは大きく，とりわけ

悶ほしい産業はなく，ぶ越した風景地を有する地方においては観光への期待が高まったの当然と

いうべきであろう O

臼光もこれに対処したと考えられるが，経費の荷で自l誌ではなく，国践を願い出たわけである。

しかし，明治44年11月 24 臼の閣議で，大t~の中止が決定 2されると，節羽田J帝儲談会での「日光

山ヲ情悶公園ト為スノ諮翻Jでは，関家的な名所|民地!iが現在では涜廃にj損しており，また，近年

内外人の米遊も多く， 10ヶ年継続事業として修復し，交通を使ならしめたいという総翻になる。

勿論， ~~27'自でもこの給関は合まれていたが，特に，明治35f1三の大水容による社殿及び名所!日R.ll

が一関打般を受けたことを述べ，この際， -1m積極的lC彼!日を行い，観光地として綴備すること

を盟裂している。

I!JJ治三三十五年iJl::'iWノ火水i!fニ滋巡シ勝地ノ大部分ヲ決以シ今日殆ト*1主ノ人ヲ総ツニ窓レリ災ニii前開ι1，1主

エサルナリ凶テ;込レ等名所II:JR.i'lノ後!日ハ勿論災他ノイ主総ナJレj則自ヲ開発シ以テ内外各総人ノ遊覧iYiヲ主t強セ

ノ、東ニ iヨ )'(;1ねノ名Fî~'ì1'j悶公闘ノ名声刻々タ Jレハ!iUi}\ノ火ヲ綴Jレヨリモ切カナリ…2S1

上述では繁雑になるため， pt;27f.ill， ~~28自衛閣議会への締蹴という設い方与をしたが，実際は lヨ

光IllJは衆賀両院に提出している O 問問27笹i貴族院事務報告jをみると賞族院には，諮願灘間「日光

山ヲ大iヨ本情調公樹トナスノ{Lj!Jが 2{Ll'l1:¥されている。一つは可決され，一つは取り下げられて

いる。 ζの可決されたff古臨が「悶Irliノ補助ヲ仰キ 1:3:i't U.l 7'公邸ト為スノ儲翻」である O 明治441ド

3)~ 18 臼に~族I~tで総搬委員長 1J:l lj:l 'j'j見より特別報告~18 {予として報告され，同月211ヨには採択

され可決された。悶日付でi邸前こ送付された。日光町役場コ足場:に残っているのは衆武百Iul誌に宛て

「日光111ヲ大日本猪鴎公関ト為スノ締瀬Jとなっており， r悶熔ノ補助ヲ仰キ臼光山ヲ公l濁ト為

スノ結願」は9~されていない。おそらく諦臓の段階で，そのタイトルが変克されたのではないか

と思われる o ~271ill衆議践にも「白光 111 ヲ大日本'市ml公開ト為スノ請願J が提出され，明治44年

3月21日付で特別報告第146号として「己ニ院議ニ施テ議決セラレタル法1~it~長建議集又ハ諮麟ト
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同 jgノモノハ先例ニ依ワ i涜議ニイすセサノレコトトセリ J26) という扱いになったo ζ 

閤賞旗践の I1溺役大公関投段ニ関スノレ態議jの委員会に吸収おれていった27)。

第28回覧強|誌にも「日光山ヲ J所関公隣ト為スノ請願jがiJ¥されたが，その結泉は「委員会ニ於

テ若手査結了ニ五三ラサリシモノ J となった。 (nf~28間術協議会食1炭焼事務報告リ)

悶回衆議鋭では，明治45年 2月23E!特別報告節目号として議員長報告がなされ，採択されてい

る。しかし，採択されたものの政府の閉さ入れると ζ ろとはならなかった。

ついで. [ヨ光IIIJが行なった帝溺公i溺以外の締瀬について述べたい。

号f3治44年 2月の1fY繍公開の締蹴後， 同年11月には凶山政平均iミは知司1・1ζ対し. I-~;恩道ニ編

入之儀再翻jを出している。これは岩子神社iζ通ずる道路をJ段践でもって絵備してもらいういと

いうものであった。!fij:にその盟副として盛;i9~の来訪をあげている。

本年ノ延期段多タモ 京笈妃殿下ヲ始メ潜リ諸島族殿下羽県波ニ行革主遊ハサセラレ特ニ 東22妃殿若手ニハ

岩子神社~f;t近マテI!寺々翁i遊歩在ラセラノレ悶均:沢御汀j邸巡j羽 I"j a リ治子神社マテ凡ソID.程球拾六七了アリ ~II汀

ハ伴々ヨヲ滋絡修総ヲ ;Jおシj習{段1~共部滋町経政ヲ以テ~会ナJレ修理ヲカuフ Jレコト能ハス…・・25)

また月日は欠いているが， 間44<tl三. 1鬼怒川文流稲時)11ヲ砂防l芸域ニ編入ノ

長名で然資両院の議員に宛てている。『郊27剖帝国談会賞制民事務報告Jをみると，

蹴1段目に掲紋されている o

栃木県日光町ハj1{，f&';川流域ニJI認スJレ文t1rt稲荷)11ノ汎iをノ為メ惨iM=ヲ被Jレ司王J続年絞モスレハ日光iJ.1ニ存在ス

ル子i'f?i!御瓜邸ヲ始メJ;f!J滋官二)おお輪王寺子好関大学級i訪問小学校等ノ総建築総ヲ流亡シ総鈴ノ、大谷JlIヲ陥テ，

日光町ノ大部分ヲi流失セシメントスJレj首殆ノ状態ニ指リ……該)1¥ (稲荷)ll)ハj然資ノ文弁ニJfji，セサJレヲ以テ

微力淡弊セJレ EI光町JJぽカヲ j之lテシテハ奈何セン救治ノ途ナク……1貯水股会亦此滋見ヲ以テ作ij~巡常』iL会ニ

於テ別紙2まよも議ヲ内務大国ニ拠出セザ希クハお稲荷川ヲi潟)llI文子Fノ砂liJJs:Jr&ニ編入シ……25)

文中にあるようにfl'r:明治43年12月23日，政会議長大;f1J尚一名で内務大国平f:IUI之助宛に栃木県会

の恕見替を提出している O

その後も大正元!tpll月29日lこは閉山l町長は，知事|組問文次，県会議長間代j認次郎に宛て， 1日光

稲荷}111終質文弁ニ縦入ノ犠再版J25) を鑓出している O

明治35年の大水容が最大であったが，ほほ俗年，火1+J11のl¥Yl水により水容が引き起ζ されてい

た。この稲荷}J1 iま，と1光IlIJで大谷)11と合流する。

第27回議会の帝悶公臨諮願文lこも

~f齢、鬼怒Jl I ノ水源地ニシテ急流激11Jタノレ大谷)11 及稲ぷij')ll ノ iïlüJl l ニ j工i@セラレ年々水筏ノ災j包ニill辺シ惨

ント絞.u:スJレEJiナカラントス……25)

と惨状を述べている。

また，明治35年の火水容については，第281ill談会の'市悶公問的j翻文中で言及している ζ とはす

でに述べた。ある窓i床で，子者間公劉の設慌の要求はi適時による治水対策をも含めたものであると

もえられる。

西山IllJ長は災容の随時十ill助を;;部現ずる一万で，日光IItJのI京染の発j建策も考えている O

大正:Ye年 8)'l171ヨの 1tlil17}( G I }f]許可搬J25) は I~J禅寺湖水により発協を起そうとしたものである 0

ïmlllll庁長は悶悶文次知事に対して総臨している。 I~ 臼光l町ニ於テ栃木県上都賀郡日光IJIJ 池内I:jJ

tJlf守湖ノ水ヲ引用シテ水力電気ヲ発シ域灯及活力ノ供給事業ヲ経営致皮……24JJとある。添イせ

された「泡思議概要Jには，供給滋域として，日光日りならびに足尾町，塩谷郡東山村がその地

域に入っている。発活力は 550kwである。大谷川!大JJi'，. つまり， I:IJ事1¥王寺湖と大:f:i:JlIとの合氷点
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~O[l，f混を設け，この JlíÆ捉に取水口を設置し水路を大谷}lli潟岸!こ沿わし，水制を作り，発電用水路

及び放水路ぞ設けるというものである。会放水路は約 270mにおよぶ。

名所1r:J蹴の保存のためにJ静観公l潟役立の諮臓をする一方で，こういうことを計慨していたとい

うのは興味あるところである O

また，.iW7k引用の諮閣の 2年後，大正 36:f8月10EI，宇都宮市が水道政投後，水盤が誠少する

場合lとは1=/=1禅寺湖から引水したいとの要請に対して

仁1" 'gñ潟湖 (rl咋j!~i'tIJj)目下ノ淡勝ノ、 111水秀災/災後モ抵タノレモノニテ永ク天然ノ災ヲ傷ケサランコトヲ努ム

ベキハ当然ノ議ト浴:かi突然Jレニ該工事fハ1，1m磁ノ7Jd設ヲ減少シ大民総以下ノ流域ヲ総潟シテ目災地タラシメlZ9捌

ノ沿jギハ勿論会設ノ風波ヲ損傷スベク事休答易ナラサJレ次第ニ御成{災ニイナオ三年六月十一日日光11な会ノ、核工事

1:1ヨ止ノ必~・ナノレヲ総メ腔好23庁ニ対シ~mi設提出{土倹・…・・25)

と EJ 光f!げの 30名の!豆長から営内大臣波多野敬確に反対締ffi~j識が提出された。

ここでは， rrlJ仰や湖IlJfノ決勝ハ111水秀英ノ其段モ箔タノレモノ jとして!又対している。

すでに述べたが， PJll11111J誌は，明治416:ド 2月18日に日光地気軌道株式会社の社長となり，軌道

は明治43年 8月に[])¥:;.沼ノ品開が開通し，また大正 21，1::(こはよ見送まで湛長されている。

こういう，いわば凶山町長を中心とする地域総合開発計磁のなかで， 1!f~27 ， 28聞の市臨公閣の

請願がなされたのである。地域経済振興の流れのなかで， J氏支をハ経済ニ裂なしではなく，嵐長・こ

そ新たな経済の抗手として市悶公閣の役設を諦!顕したといえる。

5. 帝国公認!から日光樹立公瞬へ

1!f~27 ， 281沼o後，子任i議議会でのほ光IfJJのi背広1公閣の前搬は…"寺途絶える。市:び談会に鐙J;!ljする

のは第4511議会からである O しかし，日光町役場行政文替のなかには，その間も諸都iしたとみえて

文治類が残されている。

大正 3 6:1~2JJ 付の r [I]lé111 ヲ [J木市開公i鴻と為スノ蹴脅J から6:f:'代j般に追ってみた ~'o この

関閣には「ii車協i臨i'i斧鋭ヲJlmミス pj:々閣議;ヲ党J1Ji院議長公爵MiJll家述制下，

長距thllH等大問符遊間ドニj4~:虫ス……」とあるが，災i擦に 11:\されたものかと‘うかは不明である。(周

知のように行政文翁:は詩迎昭文通りのしが投として撰されているが，すべてが発送されたとは

かぎらない。)日光が日本市i識の紡翠のみならず， 観光事業という実利的なTIu， 観光容の誘致議

(C言及している点が注臼される。

…・・絶j路伎汲ノ地ヲ挺ミテ之ヲi総務シ遊覧者ノ jミ日J初段羽J歩シテ他クコトヲ知ラサル娯楽場ヲJ拍紋スノレノ

忽ナノレエ如カサJレナザ尚ホ巡テi溺筑及災級ヲシテ滞在f木村1セシメ之ヲ俊符・スJレ旅館ノ設;澄ヲ袈ス……込長李総

般ノ設備ヲジテ完全ナラシメハ海外資総ノ当地ニ;l!と滋‘ンテ討告側休泊スルモノ現JI寺ニ数十{者t尽力自スノレハ予期ス

ノレニ総力ラス悶テ臼光山ヲ日本術mIノ公|刻ト定メラレ十ヶ年又ハ十況ヶ年ノ|調停継続本捻ト為シ之ヲ経営セ

ラノレ、放テ級カラサノレヘキヲi活スゑレ独ザ当地ノや裕タノレノミナラス日本;刊ri悶滋品目ノ…JJ)Jタノレヤ設ヲ倹タサ

Jレナリ……25)

続いて，大iE6年 1月 4と1，日光町長が内i務総期大陸寺内正毅，内務大|廷後藤続可:qζ宛てた rEI 
光山ヲ術関公闘ト為スニ付テノ締搬jがある。 ζれも，実際lこ出されたかどうかは不明であるが，

日付が明記されていることを考えると出された可能性は強い。その関閣に「日光山ヲ帝悶公闘ト

為スノ in守閣別紙ノ通覧衆純院ニ提供f:l:{0~処第ニ十九巨i帝国議会ニ於テ術i採択相j武……JZ5) とあ

るが，第29議会は!即時議会で会JUlは 3EJで上記椅織の11¥された事実はみあたらない。おそらく，

jf127悶あるいは第28拐の開逃いであろうと思われる。どちらの議会においても衆議総では採択さ
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れている。

ここではさらに外人容の地加をひきあいに出している， r……各国本邦除制ノ大公使ヲ始メ外

悶*111土ノ米校スルモノ年ヲ溶フテ増加シ客歳ノ虫11キ登見外人ノ数ニ万ヲ趨へ一時恰モ賠留地ノ観

ヲナシ……J25) と述べ，一大勝地であるにも拘わらずその交通機関，道路の強備が不十分である

ζ とを強綿している。

また，同年12月1381こは「日光111ヲ帝関公i溺ト為スノ諮願Jがあるo 総願者の石井信敬町長の

名はみえるが，議宛とはなっていない。 ζれもまたその論段はほぼ前胞と同じである。

年々歳々名I1券|釘股荒廃議タシク今ニ於テ之レカ保存ヲ織セサレハ或ノザ連ヲ百歳ニl治サントスノレモノアワJユ
ツ近年比i也ニ米滋スル外関人強々其ノ数ヲカ日へ滋y.~:i:也トシテ;脱毛ノ施設ノ忽諸ニ附スベカラサJレアリ……同

地ヲ悶室長経営ノ公i潟トナサレン);j1=ヲ総i綴ニ及b絞……25)

大正7月2月111ヨの「臼光iJ-1ヲ帝国公臨ト為スノ恕見議:Jも，ほほ悶じ内容で石井倍敬Iiむよ誌か

ら後蕗新平内務大誌に苑てられている。

日光uむからの踏i臨は，比絞約一・して1:1:¥されたようである。

はじめに，日光mJの諮願が1IjH5~薬会から珂.びはじまると述べたが，これはひとり日光だけでは

なく，協士山，上高地等々の踏翻もそれぞれおこなわれている。これは前@]1!r~44議会衆議1涜の予

算委員会で，関による鼠立公邸調査がはむまっている情況を踏まえ，栃木県出身の松岡後五議員

が質問したことがその契機となっている27)。その主協は日光を悶立公i溜にするつもりがあるのか

どうかという質問であった。これ以後，閲立公間問題は議会のみならず，さなj釦ねな運動に授闘す

る。それは地方産業振興策，とりわけ鉄滋敷設との迎関が強くみられる28)。

日光1l1Jにおいても，大臼光|議立公園及び、悶光氾AI閣鉄道のi河建設期成会が，大正11年 2月15日

付で，第45悶帝国議会に諮願議:を出している。

倒立公劉の方は「臼光山を帝国公閣と為すの的願羽fJというタイト Jレで，強1613付，石井信敬

日光/IlJ長，大塚綱吉足尾町長，猪YrI'選手官邸沼町長それに安閑定治今市11庁長の述J却となっている。

今までの日光町単独のものから上都賀郡の 4rnJが迎合して諮願している。 また， r日光足踏1m鉄

道布役速成総願替J(T.11. 2.16付)もまた，この 41l1J長他50名の連署のj務省?とっている加。

この臼光足尾関鉄道の{LI'(ま 2 年前の大五百年 2)~ Iこ，日光IsJ長おi4二{別町出向IsJ在住のi蕗人 7名

及び鹿沼町長猪野春宮それに同11な設克qJ91'久三三の10名速器で「日光足培i首鉄道布設述JlX; ifi~踏歯:J

が作成されたが， r本調:は議会解散ノ為メ拠出セスJとなった O 本文にもあるように，すでに第41

間帝悶議会において採択されてはいたものであるが，実際は般投に到っていなかった。第41部以

後も勾j;@]のように締結は出されていたが，地形が怒1I皮なためぼう大な経践がかかり，結局は敷設

さ ~1 ることはなカ〉った。

日 i された iヨ光開立公関設定の願，建議は，悶立公閣法発許i~どで以下のようであっ

た。錦45罰(会期T.10.12-11.3)の;段族院で rrヨ光出ヲ国立大公闘ト為スノ錨蹴J(お井信敬

外100名塾出)，問団衆議続では「大 iヨ光国立公悶~支援ニ関スノレ建議J (松開校三三タト 5名)0 ~~50由

(T. 13.12-14. 3)の衆議裁で「日光器立公関投段ニ関ス Jレ建議J(高橋元間決[)外 2名)， 

四郎も1汚水n議出身の議員である。これ以後，衆議総での建議になる。第51@]CT.14.12-15. 3) 

には「日光倒立公関設定ニ関スノレ建議J(高橋外 1名)，第52簡(S. 1. 12-2. 3)は「陪J(間

外2名)， 錦町閲(S . 3. 13-4. 3) r問J(高橋)， 鎖的自 (S.5.12… 6. 3) r詞J(船i五中外

3名)及び「日光ヲ悶立公捌ニ指定ニ関ス Jレ建議J(高橋)と続く 29)。

閣の方では大正10年度から閤立公国{民補地調査がはじまり， 1ミl光はすでに初年度大正10年に翻
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査がなされている。

地元日光の情況をみると，昭和 4 年 6 月日間こは栃木県~立公翻協会が創設され. 8JHO日に

，書記がr)とまる o 議員は， r県会議員，宇都宮市箆， 関係!sJ;HslJ鋭町村会議員， 日光

二社一寺:健機，関係鉄道的[[s動車会社長，下野，下野8々，関策三新聞社長，農二!こ，中央馬銀行

頭取，足尾鉱業所長， 精鋼所長， 関係旅館組合長， Jt他の実業芸誌を綿線し其の員数百十名lこ述

す。j30)

ζ の1汚水路樹立公臨む話会発会式には，安j主f，ì~jr.Ñ内務大阻. i工木斑鉄道大阪. r頭立公側協会会長

細川|設立，ジャパン・ツーリスト・ビューロ一社長背水路主各氏の祝詞が代読された。講演会で

は，問村開が「摺立公l認としての日光j，鉄道後旅客謀長日浅箆が「外容誘致としての国立公闘J
と題して蹴説した。

明治44:1'ドのほか光rIl]・の帝国公悶諮蹴と比較すると，その規模，前願主体の点で格段の援がある。

関3'l.公閣法が発布 (5.8.4.1) されるi直前に， 関立公闘協会から『劉3'l.公関東内 i討旅税

とその費用J(5. 8. 3.10発行)が刊行された。rJ認立公憾の広域は正式の指定のI時，始めて決

定するものであるが， 212惑に於では不取敢闘立公悶の選定に当り一応、予定したる広域を僻録し

たjとことわり. r本設?の繍諜に~り， 内務省， 鉄道省設にジャパン・ツーワスト・ビューロー

より多大の捜助を受けJたことに総:訟を表わし，官民一体となった怒気込みが伺える。もちろん，

日光調立公|識の紹介もなされているが，4U誌にまたがる日光悶立公閣が指定されるのは，盟昭和

9年12月!こなってのことである o

おわりに

帝[選公閣の日空訳は ImperialParkであり， National Park ではない。 w悶公関設定の iヨ論~

ば，すでに，明治19年，伊勢神宮にあらわれている。新関はこう伝えている o

伊勢国宇治!お悶の有志者が主118 して鈴蘭Iゃなる椛悶公闘役立の一件は......石弁三滋県令もl~\活j指して，いよ

いよ五十万円の資本を被策して，数千万五11の土地を質入れ，古前j，古~器物の陳列場を設け，争11r5の宝物を

陳列して衆慌の縦覧をffるし，又閣内にては， 11段位名医の紀念:1同1，li'i{象等を建築して， f1ltjヨの総潟Jr.flこ倣ふ

て釘本術開公i潟をきおかんとで，試;iI!f!怒号設を発表したり…・・ (r時事新報JM. 19. 6. 30) 

村1部伊勢に悶家的な公簡を磁設し，それぞ情悶公闘と呼称している。帝悶公闘を悶家的という

一方で，伊勢神?ざという特殊な存荘与を前面に拾し出している O

この滑悶公邸という名称に日光町が関執した点は，伊勢神宮の場合と一服通ずるものがある O

明治446:f. r 日光 111 ヲ大白木清閑公開ト為スノ諮縮J が山された閥じtr~27談会で「明治記念日

本大公悶創設ノ諮鮪」が耕ねの野本恭八郎という人物から衆質問院に拠出された。衆議院では採

択されず「参考ト去フコトニ決定j3llされ， また. 族 院 の 諮j閣委員会でも， r本会議ニ付ス jレ

ヲ袈セスト議決Jされた。

彼はまた明治節創設の締蹴を強1Jf~28議会から IJ:\ しはじめ，ほほ勾Iill l:l:\し続ける。野本の「明治

記念日本大公邸jというのは

明治製代ノf沢徳記念トシテ慾悶ノ大本ニ法リ i笠滋人心ニ大公益アノレー大公閥ヲ j投界一ノ名11.11、titメラル、

所ノ成争!lyjl.¥々 タル協土i.Uヲ大中心トシ広ク大府関ノifuヲ関キJLtユ創設シ…・・32J

というものである。明治夫患を神とも崇める檎奉者である野本が，公臨にその象徴を求めたので
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ある。日光iIIJは，この象散性だけぞ前閣にHtしIl:lすことはなかった。

明治天患という当時のナジ田ナリティの象徴は，明治45年 7月301ヨ天皇の崩御の後，明治相11併

の創設(大正 4年務手. I司9l，H2月完成)となり収数される。

「明治記念日本大公の街路は. r公溺」についての象徴悦後ある沫で最大に腿131~ したも

のとして把鍛ずることができる O 闘がナショナザティの象徴として「樹立公ぞ見倣すのは，

とりわけ翻家経済の絡ちゅうになってからである c

最近，針ケ谷氏により紹介された r1~d綴 1;Æj翻稔J33) は，明治42年・ 8 月という早い時期に刊行さ

れ. I溜によるその経常総を一個人が展開している点，討:rヨ1<::依する。それには「箱棋に対する挟

は悶閣として没界的に経営を立て，延長に世界の趣覧~を引27せ，以て悶i際貿易の総 I:H品以

外の金を吸収するが結局の閥的とするf!JrであるJ とかれている。

明治44年の日光IlIJの約l慨には，経営総という秘楓的な盗勢ば伺えない。妥協案として，市悶公

闘としての象徴性を引き合いに 11¥し，国防補助策を絞ったものと溜m1j{される。

ヌド稿作成にあたり，日光市役所のi隈践の方がたには， j奇敢な授業!である日光I1lJ役場行政文遡:及

び保見会関係の閲覧に倒立をはかつていただいた。また，京都大学泣関学研究窓の仁川寸…教捜に

は!原稿を間続していただき， ()i:せて有1ritな助言?をいただいたっここに記してお礼申し上げたい。

引用文献及び註

1) 日光臨立公閣を扱った論文として「悶京公開j総J二での永的犯1沼氏の…iiliのものがある。「閃光山ヲ大E!
本俗i溺公閲ト為スノ約鰍jについて， 同総， 337)，ヲト， 1978 (以下J号数のみを犯す)， 341号 (1978)，344 
号 (1978)357/358合併:号 (1979)。また，日光開立公i認に2言及しているWiIu丸・については， ~IU秘 rl懇立公

るお:会・経済災的管法J(，京大むな報」策55);'}・， 1983)の「引用文献及び殺J(p. 289) 
を参照してもらいたい。 (3)-.....5)) 

2) (明治十六年分〕保兇会第三大会関誌

の 〔明治十九年分〕保晃会第六大会記事
心 筋1)波 (M.14)， );(~ 2)波 (M.17) はアーネスト・サトウ， A. G. S.ホウズによる A Handboo!? for 

Travellers in Central & Noγthern Jaj附 1で臼本のql部・ :It.部地方のガイド・ブックであった。この鈎

31波の増補改訂.により合間をカバーすることになった。

5) 金谷災一;ホテルと共lこ七拾Ii.(t~，昭和29主f"'. p. 9 
6) r日光名所閥会jの旅館のl]{!CI立小mi.都1:8.'I'¥'の殴T:ぎ間際，いづみや，紙股，会主!tA設，大のや，泊や

野にJ，$i!ゃ，小林や. tlllIl!，市橋，ヌドや， i没河滋， ;hE設.{川底， )法的鐙，升ヌド，湿のや，竹滋， :fm本の

旅館~が記されている。
7) 渋沢栄一{対己資料.~8巻所収， 1協和31&r~ ， p. 639 
8) 7) p:::同じ， p. 641 (，安住矧1m虫11兆議総J)
9) 7) !CI河じ， p. 642 (r日本鉄巡株式会社沿郁夫球稿J)
10) 7)に潤じ， p. 640 (r r:ll外物倒新報J);(¥¥1933-¥%， M. 21. 9. 6) 
11) (明治二十一年分〕保弘会第七(@])大会臼総(紀明)

12) 出自液23:泥沼錦!1i.明治361，-F， p. 40 CW明治lIな期政梁発述史資料J別mt(73) T所収，昭和145{F)
13) 市河市兵衛翁伝，大五15年， p. 207 
14) 金谷;前掲滋， p. 51-52 
15) 13 :YeIllJ役場行政文議;明治三十ニ年一明治四十二基1'"-)，自:務関係
16) 問中混迷全然， tr~ 8巻所lW，務波議.:)苫， 1977， p. 421 
17) I司会;m，銘12議所I1文.1978， p. 632-634 
18) 長il~議林野間;守rf~ミ林野j渇五十年決. 1113手mMle，p. 321 
19) Iヨ光市役所獄;C係!)t会設立関係議J(向miJifお).明治12&1~
20) C明治+Ii.!.:j:::分)会第ニ路大会13総
21) 13うもすro.:.， 下えき， 昭和54年， p. 105 
22) C明治ニ十年・3日係見会第七大会日総
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23) 丸Ill~~ ;明治後期・火I即刻京都~<::Îî'をける公閣の創設， 昭和55年日木造関学会務挙大会研究発表現段，

p. 16山 17，これは京都の事例を主Bべたものである。

24) 東洋総務新事長，然448号i明治41&:手5月58
25) I臼ヨ光!町H町J役滋文2謁殺3怒怒55i; q明Ji日i治合閉{十d 問f年可平5ニj月3一寸公ヒT祝r.科て今R即+ω

の綴lにζすベてj収双められている。J) 

26) 
27) 丸山宏;閣支公関投鐙逆数lζ於ける社会・経済史的背公，京大決戦.1'l'S55号.1983. p. 274 
28) 27)広間じ.p.280 
29) 27) 1<::同じ.p. 285-288 
30) 下型fl1i*本会報，鈎25J，広昭和4年9月
31) 
32) 野本総八虫11;明治記念日本大公悶，明治43年.p. 2-3 
33) 金|・ヶ谷;r翠Jr.公関投践を銀銭せるー資料・チ!寸絡設の「絡線駁i鶏論J，隣友公邸， 413113'， 1984 

Summary 

Nil<ko句-Choadv引 lcedthe petitions for establishing Nikko Imperial Park many times to 

the Imperial Diet. These petitions can be divided into two periods. The first is the 

period of petitions in the 27th and the 28th Imperial Diet. The second is the period from 

the 45th Imperial Diet to the final establishment Nikko National Park. Petitions for Nikko 

Imperial Park weren't advanced in the interim between two periods. But Nikko city 

o ffice has the petitiona1'Y documents. wh化h were directly add1'essed to the Presidents of 

botll Houses of the Diet and to the Ministe1' of Inte1'io1' &c.. in the interim period. 

These obstinate petitions about Imperial Pa1'k can be summarized as a policy fo1' thε 

regional economic build-up. 

Bl1t the petitions of the second period mLlst be conside1'ed as one of nationwide move. 

ments fo1' national pa1'ks. It was also the process in which the national economic policy 

began to attach impo1'tance to the modern tourism. 

Imperial Diet did't adopt the petitions in the 27th and the 28th congress. These peti-

tions. which Mayor Nishiyama advanced. we1'e a part of the regional general development 

policy of Nikko region. The tide of modern tourism. which Nikko has much to do with. 

can be felt in the petitions of the 27th and the 28th Diet. Nikko Imperial Forest Depart-

ment has maintained its forests. which had be巴nplanted by Tokugawa Shognate， as Nikko 

Imperial Forests. Along with the fo1'ests. Hokokai， an association fo1' protection of Nikko 

scenery. has played an important 1'ole to p1'ese1've the environment of Nikko. 

The develpoment of Ashio Copp町 Minegreatly influenced the tide of modern tourism 

in Nikko. Fu1'llkawa Mining Company improved 1'oads from Nikko to Ashio. Nikko 

Railr・oadwas const1'llcted from Utsl1nomiya 10 Nikko for the transportation of goods in 

1890. And the electric t1'ains run in Nikko in 1910s. 

Pllblic pa1'ks meant in話titlltionsof tbe modern cities. But Imperial Park as a new 

category of (pllblic) pa1'ks appea1'ed in Nikko with a symbolic meaning of Imperial Nation. 




